
別紙１ 
 
 
 
 
                               平成 24年 12月 12日 
                         
                      団体名  辰野町 
 
                   職 氏名 辰野町長 矢ヶ崎 克彦 印 
 

辰野町は、信州の自然エネルギー資源を活かした「１村１自然エネルギープロジェ
クト」を以下のとおり推進しています。 
 

区   分 摘  要 
取組の名称 町立辰野病院太陽光発電設備設置事業 
取組の主体 辰野町 
取組の構成団体名 
（複数の 者で 構 成 す る 場 合 ） 

 

普及する自然 
エネルギーの種別等 

太陽光 

取組の目的 停電時でも病院機能の維持 
地域の拠点避難所としての機能向上 

地域関係者との協働 
の内容 

 

プロジェクトの部門 ①地域づくり、②ソーシャルビジネス、③開発研究、④その他（場作りなど） 
取組（事業）の段階 ①構想段階 ②実施段階 ③発展段階 

 
 

取組の概要 
 

上伊那北部の基幹病院として、災害時に対応できる施設を目
指し、太陽光発電設備を設置して、停電時における患者及び
被災者の救護に対応するとともに、地域の拠点避難所として
の機能を向上する。 

事務局担当者の 
連絡先 

担当者所属 庶務係 氏名 船木克則 
TEL 0266-41-0238 email Hosp-syomu@town. tats

uno.nagano. j p 
備   考  

注）変更登録申請を行う場合は、変更箇所に下線を引いてください。 

 

 

1 村1 自然エネルギー 
プロジェクト 

SHINSHU  



別紙２     １村１自然エネルギープロジェクト概要書 
区   分 内     容 

 
 
 
 
 
取組の内容 

災害等で電力供給が停止しても、自家発電機と太陽光発電によ
り病院機能を維持することができる。また、地域の拠点避難所
としての機能向上を目指す。 
 
事業の窓口を辰野町役場住民税務課生活環境係とし、事業の実
施は辰野病院の庶務係で行う。 
 
外部機関との連携として、長野県温暖化対策課、上伊那地方事
務所環境課及び平成２３年に立ち上げた自然エネルギー研究会
等を通じた連絡体制を整えている。 
また、町内では辰野町地域防災計画を基にした辰野町防災会議
のもと、町内各種団体及び機関等との連携を図る。 

取組を行うコミュ
ニティの区域 

辰野町 

構成員の役割 別紙「市町村等の執行体制」参照 
現に活動している 
かの有無 

無 

活動の成果等の 
帰属 

辰野町住民  

普及推進体制 辰野町、辰野病院関係部署及び各種団体を中心に推進 

取組の有効性 

平成２４年１０月より移転新築した辰野病院は、最新の設備を
備えた上伊那北部の基幹病院である。太陽光発電設備を備える
ことにより、他の病院が停電等により対応できない場合でも診
療が可能となる。 

継続性及び発展性 いつ起こるかわからない災害に対し、地域住民の安全・安心を確保するため有効な設備である。 
関係法令の手続き状況  
団体設立年月日  年 月 日 
ホームページ http://www. town. tatsuno.nagano. j p/sc/hosp/ 
備  考  

添付書類 ①組織の規約（市町村の場合は不要）、②プロジェクトの概要書（別紙）、③構成員

名簿、④取組の内容の分かる資料（写真等） 

注）変更登録申請を行う場合は、変更箇所に下線を引いてください。 

 

 


